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1.　家政学 は学術 とし ては未熟 の域 を脱し得 ず， まだ

未踏 の分野が，き わめて広 く深い ものがあ る。家政 学研

究 の後進性，そ の発達を阻害す る条件 は， どこ にあ るの

だろ うか。家庭生活 の近代化・科学化を テーマに考察し

て見ることにする。

2.　女子短大の新入生を対象にして，家庭生活 の近代

化・科学化について，どのような意識をもっているかを

調査し た。その結果 ，女子短大生が古い慣習伝統へ の憧

憬が強く，家庭生 活の改革への情熱 の乏し いことが判明

し た。家 庭生 活の民 主化・科学化をアメリカの中流家庭

への模 倣と思考し てい る者が多い ことが立証された。

3.　家 政学の研究－ とくに日本 における家 政学の研究

が，欧米家政 学に追従 にあ っては ならない。女 子短 大生

の共 産圏の国 々の家庭生活 への理解 が， まったくない ご

とも注意し なけ れば ならない。一切 の過去 を打破して，

現 在と未来 に希望 をつ ないでい る新 中国 の家庭生 活改 革

の方向 など学 ぶべきものがあ るのでは なかろ うか。家政

学も一つ の転 機にあることが指摘できよう。


